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抄録（シリカテック®技術により福島第一原発事故後の 2ヶ月における土壌中の放射性セシウムの沈降深さ

の 1.5cm が他の測定結果と整合していること、また、タングステン放射線遮蔽布の遮蔽性能を測定した。	
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1. 緒言  

	 2011 年の東京電力福島第一原子力発電所事故後の福島県における放射能影響を緩和するために除染方法

とタングステン粉末塗工放射線遮蔽布を開発した[1,	2]。本報告は、それらの追加検討結果である。	

2.	除染技術が明らかにした放射性セシウムの沈降深さ	

	 土壌用に開発されたシリカテック®液による除染技術の実証試験を 2011 年 5 月 17 日に福島市立渡利小

学校の校庭で行った。その際に放射性セシウムの沈降深さが 1.5cm ということが分かった。その後、福島、

宮城、茨城 3 県において、放射性セシウムの土壌中の深度分布が調査された。その深度分布の時間液な変

化が、JAEA 松田らによって図にまとめられた

[3]。その結果に本結果と 2012 年 2 月 12 日に川

俣町山木屋地区で調べられた JAEA の結果[4]と

ともに図１に示す。その結果が、他で得られた

結果の最尤値とされる破線とほぼ整合すること

が分かり、本結果が事故直後を示す基準となる

ことがわかった。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	           図１	 放射性セシウムの土壌中深度分布の時間変化 

3.	放射線透過イメージング法によるタングステン放射線遮蔽布の遮蔽性能測定	

タングステン遮蔽布の遮蔽性能を KURNS イメージング装置で測定した。線源は、TRIX-150WE-OC X

線発生器の 150 keV X線と	 KUR E-2孔の熱中性子である。結果を図２と表１に示す。150 keVの X線

に対する重量当たりの遮蔽性能は、フラット布が鉛の３倍、縮緬布が約２倍であることが分かった。

熱中性子に対する遮蔽性能は、縮緬布はフラット布の約 2倍と、概ね布の重量に比例している。 
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表１	 150	keV での測定結果	

図２	 イメージング実験施設での測定結果  
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